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2021年度業務計画（案）

電磁界情報センター



電磁界情報センター

＜2021年度の活動＞

これまで築き上げてきた、信頼できる「第三者機関」に求められる高度な専門
性の蓄積と情報収集、情報提供を継続するとともに、新たな手段等を活用し、
情報提供活動を充実させる。

• 国際的機関との連携および重要情報に関する詳細調査（文献・訪問など）
を充実し専門性を高めるとともに、新たな電磁波発生源の測定調査を行う。

• 従来の現地開催型の対応（講師派遣またはセミナー開催）による情報提供
手段に加え、オンライン形式の「WEBセミナー」の開催、講演動画の配信等
により、情報提供活動を充実させ継続する。

• 妊婦を対象とした対象層特化活動を継続するとともに、ホームページを活
用した効果的・効率的な情報提供を図る。

に重点を置く。
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2021年度業務計画の考え方（1/3）



電磁界情報センター

2021年度業務計画の考え方（2/3）

＜2021年度業務計画の具体的力点＞

１．情報調査業務

• 国際的機関との連携により最新論文収集とデータの着実な蓄積に努
める。

• 問合せ対応内容等を踏まえ、これまでにJEICで測定を実施していない

電磁波発生源として、充電式家電製品やスマートメーターから発生す
る電磁界について測定を実施する。

２．情報提供・管理業務

• 従来の行政や諸団体等からの講師派遣依頼の対応に加え、オンライ
ン形式の「WEBセミナー」（個人向け・団体向け）を新たに開催し、より
多くの方への情報提供・知識啓発を図る。

• 情報提供の場（学校保健・衛生関係関連学会等）の拡大および、講演
動画の配信により、情報の媒介者を対象とした情報提供活動を継続し
て実施する。
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電磁界情報センター

2021年度業務計画の考え方（3/3）

２．情報提供・管理業務 （続き）

• 母子衛生研究会との連携により、市町村の母子保健関係者セミナー
および母子健康手帳配布に併せた電磁波に関する教材配布事業につ
いて、より多くの妊婦に情報が届くよう同会との効果的な連携を検討し
ながら継続する。

• ホームページを活用した効果的・効率的な情報提供を図る（WEBセミナ
ーの参加者募集、講演動画の配信、情報の最適化等） 。

• 最新情報の提供（ホームページ、ニューズレター、メールマガジン等）
や、各種セミナー等の場を活用し、賛助会員（会費）の維持を図る。
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電磁界情報センター

1.情報収集・調査

1-1.電磁界関連情報（1次情報）の収集

• 【報道内容】新聞記事検索会社、コンサルタント会社との情報配信契約による
情報収集

• 【研究動向】より幅広い情報収集を目指し、ドイツ・アーヘン工科大学が運営する
世界最大の情報データベースであるEMF-Portalと連携を図る

• 【社会動向】市民団体機関誌購読、イベント参加やコンサルタント会社との情報
配信契約による情報収集

報道記事約10件、研究動向約120件、社会動向約10件収集（8月末現在）

1-2.入手した1次情報の詳細調査

• 職員による文献調査、関係者インタビュー、現地調査などによる情報検証

2021年度業務実施状況【情報調査G】（1/2）
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電磁界情報センター

2021年度業務実施状況【情報調査G】（2/2）
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2.情報整理・評価

2-1.電磁界データベースの整備

• 引き続き、EMF-Portalとの連携により入手する情報の随時翻訳を行うとともに、
学術論文の整理・登録を実施 ［詳細説明１］

• 国内外の電磁波関連公文書も継続的に登録
• JEICデータベースの再構築 ［詳細説明２］

2-2.報道等の内容精査

• 新聞記事および最近出版された書籍を中心に、記事内容の関係者インタビュー
や関係文献の調査を行い、結果の公表、報道機関への連絡等を実施

3.磁界レベルに関する調査（磁界測定プロジェクト）

3-1. 廉価な磁界測定器・磁界測定アプリ等の精度確認

• 精度確認結果を国内外の学会にて発表する（一部予定）とともに、ホームペー
ジに掲載済み［詳細説明３］

3-2.問合せ対応内容等を踏まえ、これまでにJEICで測定を実施していない
電磁波発生源についての測定実施を検討

• スマートメーターから発生する磁界について調査の検討［詳細説明３］

• 充電式家電製品から発生する磁界の調査［詳細説明３］



電磁界情報センター

2021年度業務実施状況【情報提供G】（1/3）
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1.情報提供ツールの整備

1-1.ホームページ

• 最新情報の提供

更新回数55回（8月末現在）

［海外の動向8回、論文の紹介10回（新規論文数122 ）］

• ホームページの更新 ［詳細説明４］

1-2.インターネット広告の配信

• 妊婦・子どもを持つ親、医療従事者、学生をターゲットに広告配信の最適化

［詳細説明５］

1-3.パンフレット

• 最新情報にあわせ都度パンフレットを改訂

「プレママのための知って安心、電磁波のこと」 （2021年3月改訂）

［詳細説明８］

1-4.ニューズレター・メールマガジン

• ニューズレター、メールマガジンを継続的に発行（ 8月末現在）

ニューズレター 2回発行（通算61号）

メールマガジン 毎月発行



2021年度業務実施状況【情報提供G】（2/3）

電磁界情報センター7

2.双方向コミュニケーションの実施

2-1.問い合わせ対応

• 電話、メール、Fax、来所による電磁界の健康影響に関する問い合わせ対応

303件（平均60.6件/月）（8月末現在） ［詳細説明６］

2-2.情報の媒介者を対象とした情報提供活動

• 学校保健関連等の学会、大会への出展およびランチョンセミナーの開催

ランチョンセミナー 計15回（うち実施済9件）（8月末現在） ［詳細説明７］

2-3.対象層特化活動の充実（妊婦の知識啓発）

• 「健やか親子21」参加団体への啓発活動、妊婦関連の学会での情報提供

• 母子衛生研究会との連携による市町村の母子保健関係者セミナーの継続

• 2018年度より開始した母子健康手帳副読本配布に併せた電磁波に関する
教材配布事業の継続 ［詳細説明８］

2-4.要請による電磁界説明会

• 消費者生活センター、地方公共団体等への講師派遣を実施

依頼講演会 計13回（実施済0件、予定13件）（8月末現在） ［詳細説明９］



2021年度業務実施状況【情報提供G】（3/3）

電磁界情報センター8

2-5.WEBセミナーへの取り組み

• 新型コロナウイルス感染防止の観点から、より広い地域の多くの方へ配信可能
なオンラインによるWEBセミナー開催（実績8回、8月末現在） ［詳細説明１０］

3.リスクコミュニケーション促進活動

3-1.磁界測定器貸出

• 低周波磁界測定器の貸出を継続実施

72件（平均14.4件/月）（8月末現在） ［詳細説明１１］

3-2.米国NCRP非電離放射線専門家パネル会合(2021.8)
• 招待講演を受けて、オンラインで電磁界情報センターの活動を紹介

［詳細説明１２］



電磁界情報センター9

2021年度業務状況【管理G】

1.新規賛助会員募集、賛助会員数の維持・拡大
• 賛助会員（会費）の維持・拡大のため、要請による電磁界説明会等の情報提供

活動等の場を活用した賛助会員募集の取り組み

2.各種委員会の開催
2-1.運営委員会

• 議論を中心とした年2回程度の開催運営

3.センター内教育の実施
• 職員の能力向上に資するセンター内教育の実施



電磁界情報センター

1. EMF-Portal（ｽﾗｲﾄﾞ11～12）

2. JEICデータベースの再構築（ｽﾗｲﾄﾞ13～14）

3. 磁界測定プロジェクト（ｽﾗｲﾄﾞ15～16）

4. ホームページの更新（ｽﾗｲﾄﾞ17～18）

5. インターネット広告の配信（ｽﾗｲﾄﾞ19）

6. 問い合わせ対応状況（ｽﾗｲﾄﾞ20）

7. 情報の媒介者を対象とした情報提供活動（ｽﾗｲﾄﾞ21）

8. 対象層特化活動（妊婦の知識啓発）（ｽﾗｲﾄﾞ22～23）

9. 要請による電磁界説明会（ｽﾗｲﾄﾞ24）

10.WEBセミナーへの取り組み（ｽﾗｲﾄﾞ25）
11.磁界測定器貸出（ｽﾗｲﾄﾞ26～28）
12.米国NCRP非電離放射線専門家パネル会合（ｽﾗｲﾄﾞ29）

詳 細 説 明
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１．EMF-Portal（1/2）

電磁界情報センター11

○EMF-Portal参画（協定締結）：2014年9月（2019年7月契約更新完了）

【EMF-Portalの概要】

海外機関との連携（ＥＭＦ－Ｐｏｒｔａｌへの参画）

○日本語版運用開始：2016年2月～ （2016年6月に画面デザイン刷新）

日本語版用の新システム及び新WEBページをfemuが開発後、日本語版運用を開始。

運 営
ドイツ・アーヘン工科大学医学部病院
職業医学研究所生体電磁気相互作用研究センター（femu）

目 的
一般（研究者、政治家、医者、法律科、ジャーナリスト、及びその他関
心のある人々全般）向けの電磁界関連情報データベース

規 模

登録件数（タイトルのみなども含む総情報数）
約34,000件の内、健康影響に関連する約6,900件の詳細情報掲載
（総情報は約100件/月、詳細情報は約20件/月で新規登録）

情報種別 生物学、疫学、工学、規制など

言 語 英語、ドイツ語、（JEIC参画後は）日本語

その他
WHOのEMFプロジェクトHPにおいて、研究情報DBとして紹介されて
おり、登録情報数は世界最大規模



１．EMF-Portal（2/2）
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○電磁界情報センターにより実施する作業

• 最新情報の随時翻訳

• 過去（2014年以前に掲載されていた）データの順次翻訳
※ なお、ドイツ側の予算都合により2018年5月1日以降の掲載を中断していた高周波

領域の論文についても、2019年2月より掲載を再開。

作業内容 独/英登録済み 日本語翻訳済み

用語集の翻訳 約3,000語 完了（100%）

論文タイトル翻訳 約34,000件 完了（100%）

論文詳細情報翻訳 －

2014年以前掲載分 約3,500件
〔登録数約5,000件の内、翻
訳予定（健康影響に関するも

ののみ）の件数〕

約3,500件
完了（100%）

2015年以降掲載分 約1,900件 すべて対応済（100％）

※青色の数値は2021年8月末現在
○その他

• 2019年2月より、レスポンシブルデザインを採用し、スマホやタブレット等の携帯端末に
よる閲覧にも配慮した画面となった。



２．JEICデータベースの再構築(1/2)
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JEICが蓄積・公開している論文概要について、これまで同様の公開の実施

現在発生している不具合の解消

論文検索方法とその結果の分かり易い表示

ユーザー登録情報の簡略化（閲覧分析に不要な個人情報入力を最小化）

データベース保守の高度化

論文 国際組織
刊行物等

国内公文書 ガイドライン
等

報告書等 その他 合計

15,460件 384件 71件 49件 144件 11件 16,119件

【2021年6月10日公開時の登録数（一般公開）】

JEICが独自に保有している電磁界の健康影響に関する論文や記事などをデータベー

スとしてまとめ、その一部を一般にも公開してきた。しかしながら、データベース構築後、
約10年が経過し、その間にソフトウェアの更新やサーバー環境の変化などから、近年
ではデータエラーが多発していて、その都度改修を実施していた。

2020年度より、これらの頻発している不具合を解消するため、本データベースの再構
築を実施し、2021年6月10日に公開を開始した。

【データベース再構築のコンセプト】



２．JEICデータベースの再構築(2/2)
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【主な変更点①】

【主な変更点②】

トップ画面

旧データベースでは
ユーザー登録やパス
ワードの再発行をデータ
ベースとは異なるリンク
ページで実施していた
が、新しいデータベース
ではログイン画面の右
下にリンクをまとめた。

メニュー画面

ログアウトボタンの下に
退会機能を追加した。

データ検索を実施する
際に論文と論文以外の
データを分けて検索して
いたが、一括して検索で
きるように変更した。

パソコン画面 スマホ画面

パソコン画面 スマホ画面
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市場にある廉価な磁界測定器・磁界測定アプリに関する精度について確認するとともに、
リスクコミュニケーションのための知見を高めることを目的とする。

電磁界情報センター

３．磁界測定プロジェクト(1/2）

精度確認結果を国内外の学会で発表を実施（一部予定）

・電気学会 2021年全国大会（2021年3月10日発表）

・CIGRE 2021 Virtual Centennial Session（2021年8月27日発表）

・BioEM 2021（2021年9月27日発表予定）

精度確認結果を一般市民を対象としてホームページに掲載済み

【2021年度 実施状況】

学会発表の様子 HP掲載資料

廉価な磁界測定器・磁界測定アプリの精度確認



16 電磁界情報センター

３．磁界測定プロジェクト(2/2）

蓄電池技術の進歩により、近年、新たな充電式家電製品が世の中に流通している。過去
の測定結果のうち、発売日からの時間経過などを考慮し、新たに充電式家電製品（5種
目・11機器）を追加購入し、過去の測定結果も含めて、5種目・25機器のデータを整理した。

測定結果は、過去の測定結果と同様な傾向であり、全てICNIRPのガイドライン値よりも小
さい値であった。

充電方式（接触／非接触）の違いによる磁界の周波数分布等の調査

充電初期と後期での磁界の周波数分布等の調査

回転機を内蔵している製品での磁界の周波数分布等の調査

【2021年度 検討事項】

スマートメーターから発生する電磁波について調査することで、リスクコミュニケーション
のための知見を高めることを目的とする。

新型コロナウイルス感染症拡大により、測定の実施が困難となっているため、当面

の間、計画を延期している。

【2021年度 実施状況】

スマートメーターから発生する電磁波の調査

充電式家電製品から発生する磁界測定



17 電磁界情報センター

ホームページへのアクセス者数の推移
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４．ホームページの更新(1/2）

2017年9月より、レスポンシブルデザイン採用に伴い、スマホからのアクセスもカウントし
増加したが、2020年以降減少に転じており、対策を実施中（次ページ参照）



18 電磁界情報センター

４．ホームページの更新(2/2)

インターネット検索エンジン等の検索結果で、ＪＥＩＣＨＰの検索順位が下がっていることか
ら、ホームページアクセス者数向上のため、 SEO（Search Engine Optimization）対策※を実施。

SEO対策とは
WEBサイト上の検索順位で上位に表示させ、検索者に自身のページを見つけてもらうための施策。
（SEO対策をしない限り、検索順位は低下するため上位を維持し続けるためには、継続的な対策が必要）

〇サイトの信頼性向上 ：HTTPS化（暗号化されたセキュリティー上安全な通信方式の導入）

〇サイト不具合の解消 ：リンク切れURLやページの抽出、削除または更新（452件）

〇操作性の向上 ：ホームページ内の検索機能の強化（検索結果ページ、検索結果順位等の見直し）

〇モバイル端末への最適化 ：スマートフォン向け動画コンテンツのリリース

【2021年度上期までに実施したSEO対策】

≪SEO対策実施前後のHPアクセス者数 推移≫

SEO対策開始

ア
ク

セ
ス

者
数

【
●

人
/１

週
間

】

6,000

4,000

2,000 463人

約1,600人

※Google検索からのアクセス

2019.6 2020.11 2021.82021.1

・引き続きSEO対策を実施しながら経過観察を行っていく。
・今後、英文のHPも同様のSEO対策を実施予定。

約4,000人



妊婦・子どもを持つ親医療従事者 学生
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５．インターネット広告の配信

掲載広告例

広告表示ターゲットを絞った配信を今年度も継続

2021年度HP訪問者数推移
全アクセス者 インターネット広告経由のアクセス者

※2021年8月末現在

5/1 6/1 7/1 8/14/1

ア
ク

セ
ス

者
数

【
●

人
/１

日
】

4/20配信開始

6/26~6/30広告停止期間 掲載数調整
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問
合

せ
件

数
（
件

）

累
計

（
件

）

年度
2008
11月～

3月
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

2021
8月末

件数 91 321 643 715 599 921 967 855 795 1032 1107 796 611 303

月平均 18.2 26.8 53.6 59.6 49.9 76.8 80.6 71.3 66.3 86 92.3 66.3 50.9 60.6

６．問い合わせ対応状況

年度別問合せ件数推移

2020年度は新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、電話による問合せ受付を２ヶ月間休止
したが、今年度はテレワークにおいても対応を輪番で実施していることから、回復傾向。
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Web展示
現地開催（予定）
WEB開催（予定）
ハイブリット（現地＋WEB）開催（予定）
WEB展示（予定）

７.情報の媒介者を対象とした情報提供活動

21

2020年度以降、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で現地開催からWEB開催に変更と
なったランチョンセミナーが多数を占める。

8月末現在、現地開催1件、WEB開催7件、WEB展示1件、計9件実施済み。

学校保健・衛生関係関連学会等への参加状況
※2021年8月末現在

電磁界情報センター

実施済9件＋予定6件

件
数

予
定

実
施
済



８．対象層特化活動（妊婦の知識啓発）(1/2）

電磁界情報センター22

超低周波電磁波の健康影響については、「小児白血病」との関連が指摘されていることも
あり妊婦等からの電磁波ばく露に伴う胎児への健康不安の問い合わせが多数寄せられて
いることから、妊婦の過大な不安を払拭させ、正しい理解促進に繋がるような知識啓発活動
が重要。

啓発活動 概要

• 2015年度より、“プレママのためのパンフレット”を配布および
電磁界情報センターホームページに掲載（2021.3改訂）

• 2016年度より、「健やか親子２１」 ホームページで、同パンフレッ
ト掲載および「健やか親子２１」参加団体への働きかけ

• 2017年度より、母子衛生研究会との連携による母子保健普及啓
発事業（次ページ参照）

• 2021年度は、日本助産師会、日本助産学会、日本周産期メンタ
ルヘルス学会 ランチョンセミナーを主催
（実施済1件、予定2件/ 8月末現在）
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８．対象層特化活動（妊婦の知識啓発）(2/2）

公益財団法人 母子衛生研究会との連携による
母子保健普及啓発の実態

• センター主体で作成した教材「妊娠期から知っておきたい赤ちゃんと

ママのための電磁波のはなし」を母子衛生研究会が母子健康手帳副

読本とともに配布

配付部数：６８万部（2021年10月～2022年9月）

〔初版77万部、第2版70万部、第3版68万部を配布〕

第4版

【パンフレット配布事業関連】 （2018年度から継続）

• 電磁波の母子保健セミナー（2021年10月：名古屋）100名程度

（コロナウイルス感染症拡大状況によりWEB配信に変更の可能性有り）

• これまで母子衛生研究会が助産師等を中心に案内を実施してきたが、小さな子供を持

つ親への情報の媒介者という観点から、 2019年度より保育士等へも案内を配布

【母子保健セミナー事業】 （2017年度から継続）
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身のまわりの電力設備、家電製品やＩＨ調理器、携帯電話等から発生する

電磁波の健康影響に関する講演等

依頼講演会の実施状況

※2021年8月末現在

９.要請による電磁界説明会

2021年度の講演会依頼数は、例年に比べ減少傾向である。昨年から、新型コロナウイルス
感染症拡大により開催直前でのキャンセルが相次いでいる（2020年度6件、 2021年度2件）。

24 電磁界情報センター

件
数

予
定

予定13件
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テーマ１：電磁界の基礎知識 開催日：5月11日、6月23日参加者合計：19名

テーマ２：静磁界、低周波電磁界 開催日：5月18日、6月30日参加者合計：22名

テーマ３：高周波電磁界 開催日：5月25日、7月 7日参加者合計：26名

テーマ４：中間周波、電磁過敏症 開催日：6月1日、 7月14日参加者合計：22名

25

１０.WEBセミナーへの取り組み

対面型講演会が減少傾向であることから、より広い地域の多くの方へ配信可能な

WEBセミナーを開催。

WEBセミナー実施状況（個人向けセミナー） 2021年8月末現在

※団体向けセミナーの実施0件

【オンデマンド配信（動画の配信）】

あらかじめ撮影・編集したセミナー動画を一定

期間HPに公開し、視聴者の好きなタイミングに

動画が視聴できる配信形式

2021年度下期は、オープン環境のオンデマンド配信を追加し、視聴層の拡大を図る。

【オンライン配信（生中継の配信）】

WEB会議ツール（Zoom）を用いて、リアルタイ

ムで配信を行うことで質問への回答や視聴者

のコメントを拾いながら補足を加える等、視聴

者とコミュニケーションが取れる配信形式

講演者 視聴者
Zoom接続

チャット又は音声
で質問等可

撮影・録音
動画編集 視聴者

配信期間中いつでも
視聴可

HPに公開

従来 新たに追加

※参加申込要

※参加申込不要
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１１．磁界測定器貸出（1/3）
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測定器貸出件数の推移

電磁界情報センター

(12月～3月)

[年度]

・2019年度以降貸出件数が減少傾向。（2020年4月～5月は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により電話休止）

・利用しやすいサービスを提供するため、磁界測定器貸出のWEB受付化に向けた検討を開始（次ページ参照）。

※2021年8月末現在

年度 月平均

2011 1．5

2012 1．3

2013 11．7

2014 18．1

2015 15．3

2016 16．0

2017 20．9

2018 24．2

2019 17．6

2020 10．9

2021 14．4 ※



１１．磁界測定器貸出（2/3）
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2021年度中にシステム構築を行い、2022年度4月より、WEB受付の本格運用を開始予定。

磁界測定器貸出WEB受付化検討

申込書類の送付・
返送後のチェック

申込受付（電話） 台帳作成

従来：電話受付

申込データのチェック

検討中：WEB受付を追加

受付内容確認（電話）

・申込書
・事前アンケート
・手続き説明 等

測定器の発送

測定器の発送発送までに

1週間～10日程度

即日発送可能
WEBで申込

※スマホ申込も可能

今後の予定

現状：電話受付後に書面での取り交わしを行っているが、対応に1週間程度を要している
ため、貸出を急がれている方への要望に応えられていない。
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6.9%

2.8%

11.1%
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１１．磁界測定器貸出（3/3）

満足度(n=72)

86.1%

50.0%

磁界測定前後のリスク認知の変化 (n=72)

電磁界情報センター

36.1% リスク認知軽減

測定値の印象(n=72)

２０２１年度（４月～８月末）アンケート集計結果による評価

18.1%

38.9%19.4%

11.1%
1.4%

11.1%
非常に低かった

低かった

わからない

高かった

非常に高かった

無回答

57.0%

70.8%
11.1%

1.4%
4.2%

12.5%
非常に役に立った

やや役に立った

役に立たない

わからない

無回答

81.9%
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１２. NCRP非電離放射線助言パネル会合

米国放射線防護審議会(NCRP)は、1964年、連邦議会の認可のもとに設立された非営
利団体。非電離放射線の健康リスク情報を国民に提供することも任務の一つで、その
作業は、非電離放射線助言パネルが行っている。8月末にパネル会合があり、リスクコ
ミュニケーションの豊富な経験を有する電磁界情報センターに講演依頼があった。


